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要旨 昭和基地において 年 月から μ 以上の大粒子の粒径分





















ることに加え，冬期間中の μ 以上の粒子数濃度が 月の前後で約 倍に
急上昇していることが示された．






（ ）や （ ）による南極点基地などでの観測のほか，昭和基













観測は日本南極地域観測隊の主要基地である昭和基地（ ° ′， ° ′）で行っている．






ルを凝縮媒質とする連続フロータイプの 製 を用いている． カットオフ
昭和基地エアロゾルモニタリング
径は不溶親水性粒子の場合，直径 μ に相当する．光散乱粒子計数装置は， （シ
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染セクターのデータ，② グループ中の データの相対標準偏差が 以上のグループ
は汚染データとして除去した．ただし，③風速が 以上，かつ，風向がクリーンセク
ターの場合は，②に該当するデータでも非汚染グループとして扱った．以上のスクリーニ










図 に 年 月~ 年 月までの 年間の凝結核数濃度（以降， 濃度）の日
中央値の変化を示す．明瞭な 年周期の変動を示している． 年間の日中央値から月ごと
の中央値，平?値などの統計値を得たのが図 である．昭和基地では ， ， ， 月の濃
度が高く， ， 月の濃度が低い．これは， （ )，伊藤（ )，




図 年 月~ 年 月の ()日平?凝結核数濃度変化と ( )その季節変化季節変化
















る．伊藤（ ）は 年 月~ 年 月までの凝結核数濃度の，日中央値の年平?値
が 個 ?であったと報告している．本研究における観測期間の日中央値の平?値は
個 ?である．計測粒径は本観測より小さいので定量的な比較には問題があるが，
年前より 個 ?以上高くなっている可能性がある． 年あたりの増加率に換算すると，
図 年 月~ 年 月の日平?凝結核数濃度の ()月中央値と ( )月平?値
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約 個 ?である．以上の結果は，数個 ?年の割合で経年的に年平? 濃度が増加
している可能性を示唆している．ただし， 年からは大気導入方法を改善した清浄大気
観測室で観測を行っており，配管ロスの低減が見かけ上のトレンドをもたらしている可能





直径 μ より大きい粒子の数濃度の季節変化は 濃度のそれとは著しく異なり，
夏季は低濃度で，冬季に高濃度となる傾向がある（図 )．この事実は （ )，伊藤
（ )，長田ほか（ )，林ほか（ ）などによって指摘されている．一般的には，
μ 以上の粒径は蓄積モード， μ 以上の粒径は一次粒子モードとみなされることが多
い．しかし，図 に見られる直径 μ 以上と μ 以上の数濃度の振る舞いは似てい
る．さらに，エアロゾル粒径分布は昭和基地の冬季においては，単一モード的な粒径分布
をとることも示されている（林ほか， )．一方で， μ 以上の粗大粒子の組成は海塩
成分が主要な成分で，冬季に海塩粒子の輸送が活発化することが指摘されており（
長田ほか， )， μ 以上の粒径の数濃
度変加も，海塩粒子輸送を強く反映しているものと?えられる．
図 に， μ 以上および μ 以上の粒子濃度の，月ごとの中央値， 値， 値
および中央値の比を示す．夏は変動が小さく低濃度，冬は変動が大きく高濃度であるとい










図 年 月~ 年 月の日平?エアロゾル数濃度の変化
上から，直径 μ 以上と直径 μ 以上の数濃度（ ???および ???)，および数濃度























































いる．同様な 月と 月の濃度のギャップは，ドームふじ基地における観測（林ほか， )，
気球による上空のエアロゾル数濃度観測（木津ほか， ）でも見られる．また，図 に
よれば μ 以上と μ 以上の月中央値濃度の比にも， 月と 月の間で若干の変化
が見られ， - μ の粒子濃度が 月以降の方が高くなっていることによるものとわか





性がある．一方， （ ）は， 月以降バイオマスバーニングの影響を受けた気
塊が昭和基地付近に流入するケースが急増することを， （ ）は，硝酸イオ
ン濃度が 月以降高くなることを示している．冬季の対流圏硝酸イオンの起源としては，
図 () ???，( ) ???， () ??? ???の月中央値による季節変化
















昭和基地において，凝結核数濃度（粒径 μ 以上）および粒径 μ 以上の大気エ
アロゾル粒子の数濃度と粒径分布の連続モニタリング観測を 年 月に（凝結核数濃度
は 年 月に）開始し，継続してきた． 年 月までの 年間の観測結果の統計的
なデータ処理により，季節変化について次の初期的な知見を得た．
日平?凝結核数濃度は，観測全期間にわたって夏に高濃度，冬に低濃度となる季節





微小粒子（ μ 以上）の数濃度は，夏に低濃度（ 個 ?）で変動が小さく，冬
に高濃度（ 個 ?）で変動が大きいという季節変化を示し，同様の季節変化は粗
大粒子（直径 μ 以上）にも見られた．
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